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No.414

は、大学３年の二十歳の時に会社に入り、まもなく50歳に
なります。仙台経済同友会には、若いころから父の代理で

参加させていただいていました。とくに30代後半に至るまでは、メイ
ンバンクの倒産やリーマンショックなど、数々の紆余曲折があり、会
社はジェットコースターのように好不調の波にもまれました。同友会
ではそういうことも隠さずに話していましたので、「経営危機になる
と、いったいどういう状態になるの？」と、皆さん驚きながら熱心に聞
いてくださいました。自分の辛い時期と同友会の思い出が重なっ
て、ずいぶん助けられたと、ありがたく思うことが多かったのです。
　時代は、急速な変革期を迎えています。
　労働人口の問題も深刻です。当社は現時点では堅調ですが、
これは台風の谷間の無風状態で業績が上がっているだけで、ここ
からが正念場、まさに「切所」に直面していると考えています。先日
あるアンケートで「10年先までの事業計画を立てていますか」とい
う質問がありましたが、10年どころか長くても3年くらいで物事を転
換していかなければならない時代に来ているのではないでしょう
か。世の中には多くの労働力があって、仕事さえとってくればそこ
に当然のように人が集まってきた、そういう時代はもう終わりました。
これからは、企業理念に立ち返ることが重要だと思います。ポリ
シーがあって存続する理由のある企業、そこで働く人がしかるべき
報酬を得てやりがいを見いだせる会社でなければ生き残れない、
駆逐されていくのです。社員の教育やスキルアップを図り、働く人の
幸福度を上げていく、それによって稼働率も上がっていく。採用数
を増やすのではなく、稼働率を上げ、効率化を図る、会社の経営と

個人の満足度のベクトルが一致していかなければなりません。そこ
で、注目され急務となっているのが働く環境を根底から変えるDX
やIT化です。適性な人材再配置と省人化は、今まさに取り組んで
いる当社の課題でもあります。
　仙台経済同友会は、企業人が個人として参加している貴重な
場です。とくに自分は若いころから参加させていただいていたの
で、先代社長様やご子息と、世代を超えて長くお付き合いをさせて
いただいています。社長という立場ではなく、それこそ先輩の「か
ばん持ち」をしながら、普段は聞けないような経済や財務など専門
家の話や、一流経営陣ならではの人生の知恵など、地元に集うそ
れぞれに得難い経験や知識をもった先輩方から学ぶことは、自分
だけで獲得する能力の域をはるかに超える貴重な体験です。
　父も祖父も、人付き合いを大変大切にする人間で、若いころは
年末年始や連休も自分の自由にはならず家族と行動を共にし、法
事は欠かさず、土日も常に来客があるような生活が辛くてたまりま
せんでした。しかし、50歳に近づいて「敬神崇祖」、その大切さや
ありがたさを改めて実感している日々 です。
　仙台経済同友会は、なるべく若いころから参加することが、後の
40代、50代の自分の力になると思います。その機会を多くの人に広
げるために、準会員制度などを整備拡充して、若い仲間を増やし
ていけたらと考えています。父には「俺のまねをするな」と言われそ
うですが、人付き合いの範囲の広さは、私も自信のあるところです。
今後は新たな会員獲得のお手伝いができればと考えております。
変革の時代をともに乗り越えてまいりましょう。

私
変革の時代を乗り越えていきましょう
仙台経済同友会の学びを糧に仙台経済同友会の学びを糧に
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［特 集］
文芸の旅2

　大阪在住の司馬遼太郎氏が仙台空港に向けて大阪から仙
台へYS11に搭乗したのは1985年（昭和60）のこと。その機内で、
奥州王たることを目指した伊達政宗について考察している。
　政宗が奥州平定にいそしんでいるときにすでに豊臣秀吉は
関白太政大臣となっており、天下を統一していた。秀吉に降参
の意志を伝えるために小田原に向かった政宗の心中に思いを
はせ「政宗は、遅くうまれすぎた。このうらみは、かれにおいて
生涯つづいた」と書いている。そして、仙台藩領の原型を作っ
たのは政宗だったとし、仙台藩の米を中心とした経済について
以下のように解き明かしている。
　仙台平野は肥沃な穀倉地帯で表高62万石だったものの、藩
全体で新田開拓をし続けて実高は100万石をこえていたといわ
れる。仙台藩は余剰米を江戸に送って売り「江戸送りの米は、
江戸中期には30万石前後にもなった。巨大な米穀商ともいう
べき藩だった」と書き、その米一筋の経済が、他藩のように商品
開発をしなかった原因とみている。
　そして、大正末から昭和初年にかけて刊行された「仙台叢書」
をひもとき「沃

よく

土
ど

の民
たみ

は材
もち

ヒズ」という言葉を紹介している。
　これは中国の古典にでてくる言葉で「肥沃な土地の民は、つ
かいものにならない、沃土の民は材

はたらき

がよくない」という意味だと
いう。

　江戸中期以降、諸藩は殖産に一所懸命
だったのに対し「仙台藩はそれを怠った。

『沃土の民』だったのである」と結んでいる。
　こうした考察をしている内に YS11は仙
台空港に着陸。広大な田園風景を眺め「沃
土というほかない」と仙台平野の穀倉地帯
としての豊かさを実感した。
　氏は「仙台市に入る前に沃土の酵素を
たっぷり血のなかに入れておきたかった」こ
とから「阿武隈川河口の荒浜まで行ってくだ
さい」とタクシーの運転手に頼んだ。荒浜は江戸時代に、仙台
米を積み出す港として石巻とともに栄えた港だったからである。
　しかし、荒浜は遠望するだけにしてゆったりと水をたたえる
運河に目を止め「これはもしかすると貞山堀じゃないですか」と
運転手に聞くと、運転手はそうだと答える。
　あらかじめ、藩政時代の米の流通運搬について調べていた
ようで、仙台米を水上輸送するために掘られた貞山堀を一目見
たいと思っていたという。開発などで消滅していたかとも思っ
ていたのに「ともかくもこれほどの美しさでいまなお保たれてい
たことに、この県への畏敬を持った」と書いている。
　さらに、運転手から貞山堀の水は海水が少し混じるために
田畑の灌漑にも使えないことを聞き、現在は無用の物なのだ
が、観光として宣伝することなくだまって保存に努めていること
を知って「仙台藩の後身らしく、武骨で教養のある風儀が、そ
のことで察せられるのである」と結んでいる。
　歴史小説家としての視点から豊臣秀吉の天下統一の前後の
伊達政宗を「遅く生まれすぎた」とし、豊富な知識から生み出し
た伊達政宗から始まった伊達藩の「沃土」の産業経済について
の考察が興味深い。そして貞山堀（貞山運河）を見て美しく保
全し続けている仙台人に対して感心しているが、氏が次に感心
しているのは仙台の街づくりである。

来年、生誕100年を迎える作家・司馬遼太郎氏。数多くの歴史小説がベストセラーになり、
今も読み継がれています。小説以外にも数多くの随筆や紀行文も書いています。
紀行文「街道をゆく 2６  嵯峨散歩、仙台・石巻」では宮城県を歩いていますが、
最後に訪れた石巻の項では「紀行というよりも、懸想文に近いものだった」書いています。
読むと、氏が訪れてから37年経てもなお、宮城県の、仙台の、石巻の見慣れた風景が、
司馬氏の深い知識から生まれたやさしいまなざしを通じて、新たな視点をもたらしてくれそうです。

「街道をゆく　仙台・石巻」を読む
～司馬遼太郎からの懸

け

想
そ う

文
ぶ み

～

日本一の長さの運河群 「貞
てい

山
ざん

運河」「北
きた

上
かみ

運河」「東
とう

名
な

運河」
　貞山堀は、一般に貞山運河と呼ばれており、明治時代に「貞山堀」から「貞山運河」と正式に改称された。宮城県の阿武隈川河口と松島湾を
結んでいる運河で、貞山とは伊達政宗の諡

おくりな

（仏教における戒名と同じく神道における死後の名前をいう）。貞山運河の名称は、明治時代に仙
台市長となった早川智寛により、政宗がこの運河の大構想を持っていたことを偲んで名づけられたという。

　慶長５年（1600）岩出山から仙台に居城を移した伊達政宗は築城と城下町の建設にとりかかる。そのための阿武隈川流域（現福島県）から建設資材など
を運ぶための運河が必要と考え、後に石巻港を開いた川村孫兵衛を召し抱えて運河開発の指揮にあたらせ、この運河は「内川（木曳堀り）」と名付けている。
　その後も、歴代藩主により運河開発が続いた。二代藩主伊達忠宗の時代には塩釜湾から大代にいたる大

おお

代
し ろ

堀
ぼ り

が掘削された。四代藩主伊達綱村の時代
になると仙台城下への物資輸送、仙台米の運搬が盛んになり、塩釜湾から七北田川の蒲生までの御

お

舟
ふな

入
い り

堀
ぼ り

が造られた。
　明治初期には七北田川と名取川の間に新堀が掘られてほぼ現在の姿に完成した。現在、宮城の運河群は「貞山運河」「北上運河」「東名運河」の3つから
なり、総延長約49㎞。日本一長い運河群となっている。
　2011年の東日本大震災によりこれらの運河群は大きな被害を受けた。司馬遼太郎氏が感心した貞山堀に沿った美しい松並木もほぼ流されてしまった。
しかし、運河群はこの東日本大震災の津波に対して一定の減災効果があったことが検証されている。運河に流入した津波は一時的に進行が留まることで、
津波到達の遅延効果があったと考えられている。一方で運河を遡上した津波が内陸部まで到達し被害をもたらしたことも確認されている。
　現在、宮城県では行政と学識経験者、地域住民が協力して運河群再生に取り組んでおり、運河沿いに桜を植える活動なども行っている。また、各民間団
体も貞山運河を中核とした観光資源として活用するためにさまざまなイベントの企画も実施している。
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景色は変わったものの運河はほぼ変わらずに流れている
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　氏が仙台を訪れたのは初めてのことではない。
　それ以前に、作家の井上ひさし氏の案内で山形蔵王から仙
台へと来て、井上氏の友人たちと会食したという思い出が書か
れてある。
　夜、井上氏とともに仙台市内に入り仙台の都心の夜景を見た
とき「大阪よりも、都市としてはよほど上ではないか」「道路わき
のビルの姿がよく、外装にも気品がある」と感じ「ビルが都市美
の重要な要素であることを思うと、平均的な大阪のビルよりも
外装や設計にお金がかかっている」とおどろく。
　しかも、井上氏の友人たちにそのことを話すと「仙台の人々は
それを自慢することもなく『アア』と笑顔だけを示した」ことに、
これが「奥

お

州
く

のゆかしさというものだろう」と仙台人に対してや
さしいまなざしを向けている。
　氏が住んでいる「大阪は無計画に広がった都市秩序飲む混
乱と汚れた景観に頭をかかえている」といい、大阪市や大阪府
の要人たちがヨーロッパなどの都市を見学に行ったりしている
が、そういう人たちに会うごとに、「むしろ仙台を見学しに行く

べきじゃないですか」と熱心にすすめたという。

　さらに仙台の都市景観の中でも氏が絶賛したことで知られ
ているのが仙台駅前のペデストリアンデッキである。
　一日目、仙台空港に降り立ち、貞山堀や岩沼の竹駒神社を見
て、仙台駅前のホテルに宿泊する。そして翌朝、食堂の窓越し
に「宙空の歩道が見える」と書いている。ペデストリアンデッキ
のことである。
　「仙台駅の駅前空間は、世界のどの都市にもない造形的なう
つくしさがある。色彩的にもいい」「タイルの色は数色もちい、
ほどこされている縞模様はあわい紫色で、印象派の陽かげをお
もわせ、まことに胸がひらけてくるようなあかるい表現になって
いる」とほめたたえている。
　さらに、仙台駅前の風景ばかりでなく仙台中心部の街並みに
ついても「まことにいい街である」「街に秩序があって、いよいよ
気分がいい」「アーケードながらも、外光はたっぷりとり入れら
れている」と、賞賛する文章が続く。

司馬遼太郎　「街道をゆく」
　1923年大阪生まれの司馬遼太郎氏は60年「梟の城」で
直木賞を受賞。主な作品に「竜馬がゆく」「国盗り物語」（菊
池寛賞）「世に棲む日日」（吉川英治文学賞）「花神」「坂の
上の雲」「菜の花の沖」など多数。歴史小説のほか、「街道
をゆく」「この国のかたち」「風塵抄」など紀行、エッセイ、対
談集なども多い。
　紀行文「街道をゆく」は１971年から氏が亡くなるまでの
1996年まで週刊朝日に連載された。書籍となり全43巻
が発刊されている。
　司馬氏がたどった街道は、日本国内ばかりでなく、ヨー
ロッパ、アメリカ、アジアまでに及んでいる。東北エリアで
は「26�仙台・石巻」のほか、「3�陸奥のみち」「10�羽州街道」
「29�秋田県散歩」「33�白河・会津のみち」「41�北のまほろ
ば」がある。
　「26�仙台・石巻」で訪れ
たのは、以下の地域。
　仙台空港～貞山堀～竹
駒神社～仙台市（仙台駅・
一番町・魯迅下宿跡・東北
大学・大崎八幡宮）～多賀
城遺跡～塩竈市（御釜神
社・鹽竈神社）～松島町・
瑞巌寺～石巻市（日和山・
ハリストス正教会）

特集・次ページへつづく

▲�司馬遼太郎氏が「沃土というほかない」という仙台平野に広がる広大な田園風景 ���朝日文庫　726円（税込）

▼▶
タイルの色合いを司
馬氏は「印象派の陽
かげを思わせ」と表現
している

「街道をゆく　仙台・石巻」を読む
～司馬遼太郎からの懸

け
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日本最大規模の
仙台駅前ペデストリアンデッキ
　仙台駅前西口のペデストリアンデッキが完成し
たのは１981年。その後も商業施設の再開発など
に合わせて増設延伸しており、2004年には仙台
駅東口にも完成した。全国に約2000ヶ所以上あ
るペデストリアンデッキの中でも最大規模で、床
面積は約1万3000㎡。
　景観に配慮して、駅舎に合わせたクリーム色をメ
インとした配色で、手すりをステンレス製にしてい
る。鉄道ファンの間では、このペデストリアンデッ
キが日本最大規模であり、司馬遼太郎氏が絶賛し
たことはよく知られている。
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　氏は仙台市内から、さらに多賀城址、鹽竈神社、松島へ
と地元の人 と々の会話を重ねながら、さまざまな歴史的、
文学的考察を交えながら旅を続ける。
　最後に訪れたのは石巻市。氏にとって、石巻はあこがれ
の地だった。
　「私は、石巻を知らない。しかし、そこへ行きたいと十
余年思い続けてきた」という。
　最初に訪れたのは日

ひ よ り や ま

和山。日和山から北上川と石巻港
を眺め「この川も、港も、伊達政宗がつくった」と、政宗の
来歴や偉業、政宗のもとで土木技術者として腕をふるった
川村孫兵衛の業績について紹介している。
　氏は日和山から川村孫兵衛が7年の歳月を費やして流れ
を変えて太平洋に注ぐ北上川を見下ろし、傍らで「街道を
ゆく」の挿絵を描く須田剋太画伯に「いいもんですな、須田
さん」と語りかけ、画伯に川をさし示し「この川を見ている
と、政宗は全体としてすっきりした男だったことが分かりま
すよ」と話している。
　藩祖・伊達政宗から現代の仙台人までをさまざまな形で
賞賛している司馬遼太郎氏。
　最後の「石巻の明るさ」の項では「これで、私の『仙台・石
巻』のみちはおわる。少年のころから北へのあこがれがつ
よかった私としては、紀行というよりも、懸想文に近いもの
だった」とその心持を現わしている。
　そして、この旅の最後に訪れたのは石巻ハリストス正教
会。この教会の神父は、氏が見たかった明治時代に建て
られた教会の建物は中州にあるといい、わざわざ案内して
くれることに。

　中州に作られた中瀬公園の中に旧石巻ハリストス正教
会教会堂は移築保存されていた。明治時代におそらく西
洋建築というものを見たことがない土地の大工さんが作り
上げたに違いない教会を眺めて「石巻は、いいところです
ね」と案内してくれた神父に話す。
　そして「私は、東北にハイカラさを感じつづけてきたが、
そういう思いを形にすればこれではあるまいかとも思えて
くるのである」という文章で「仙台・石巻」は終わっている。
　氏から届けられた「街道をゆく 26　仙台・石巻」という
ラブレター。
　東日本大震災のために氏が見た風景とは変わっている
地域も少なくないが、もう一度伊達政宗の時代から現代ま
での宮城の地に生きる人々の営みを見直すきっかけとなり
そうだ。

▲�設計者は不明だが、明治時代の信徒によるものと考えられている。屋根は
瓦葺で、１階は畳のある集会室となっている。現在、石ノ森萬画館に隣接し
て建ち、周辺は復興のシンボルとして公園整備事業が進められている

▲�日和山から見た北上川河口。司馬氏はその光
景を「海に入る北上川」と書く。東日本大震災
により司馬氏が見た風景とは一変している
▶日和山から北上川、中瀬公園を望む（震災前）

▶�日和山公園内の木々の間にあ
る芭蕉と曾良の像。芭蕉と曾良
は１６89年（元禄2）に、石巻を訪
れている

参考文献：「街道をゆく�26　嵯峨散歩、仙台・石巻」司馬遼太郎著　朝日新聞出版／「貞山・北上運河沿革考」遠藤剛人著　仙台月急山叢舎発行
　　　　�「日本一長いみやぎの運河群　貞山運河・北上運河・東名運河」全国運河サミット㏌みやぎ実行委員会発行／「司馬遼太郎�東北をゆく」赤坂憲雄著　人文書院発行

日
ひ よ り や ま

和山公園
　標高56mの日和山一帯に広がる公園。眼下に旧北上
川河口を見下ろす景勝地。晴れた日には太平洋の向こうに
男鹿半島や奥松島まで見渡せる。藩政時代から名所として
知られており、松尾芭蕉と曾良はも
とより、多くの文人たちが訪れ
ている。園内には宮沢賢治、
斎藤茂吉、石川啄木などの
歌碑や、北上川改修工事
の指揮を取った川村孫兵
衛の像もある。
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旧石巻ハリストス正教会教会堂
　明治時代、ハリストス正教会の伝教師たちが石巻周辺で布教活動を行った。1879
年（明治12）石巻村（石巻市千石町）に「聖使徒イオアン聖堂」を建設され、石巻の正教
会信徒が集まったという。これが石巻ハリストス正教会教会堂となった。
　1978年（昭和53）、宮城県沖地震によりこの聖堂は大きな被害を受けたため、同じ
敷地内に新教会堂が建設されることになった。貴重な文化財である旧教会堂は、旧
北上川の中州にある中瀬公園内に1980年（昭和55）移築・復元された。教会として
の役目を終えて、旧石巻ハリストス正教会教会堂として石巻市指定有形文化財に指定
され一般公開されてきた。司馬氏が眺めたのはこの教会で現存する木造教会堂建築
としては最古のもの。
　2011年の東日本大震災では大きな被害を受けたものの奇跡的に流失を免れ、石巻
市が復元することを決定。2019年（令和元年）復元完成し、現在も一般公開されている。
なお、千石町に建てられた新教会堂は、東日本大震災で浸水被害を受けたものの流失
を免れた。
※�日本ハリストス正教会＝明治時代、ロシア正教会の宣教師によって、日本に創建された東方正教会系の
教会。ハリストスはロシア語でキリストのこと。

bimonthly414-六[1-8].indd   6 2022/06/20   18:59



05 No.414BIMONTHLY REPORT

［特 集］ 文芸の旅2

bimonthly414-六[1-8].indd   7 2022/06/20   18:59



ぶみ

bimonthly414-六[1-8].indd   8 2022/06/20   18:59


